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 有り難いことに、息子の妻は文芸関係の情報として、展示会、講演会、書籍など、色々と紹介

してくれます。今回も、昨年度の朝日新聞主催の Re ライフ文学賞を受賞した『八色ヨハネ先生』

（三宅威仁著）を勧めてくれました。Re ライフ文学賞とは、「応募した原稿を審査し、最優秀賞

の作品は文芸社より書籍化・出版、副賞として賞金 50 万円」という賞です。キリスト教色が強

い作品が受賞したということで、息子の妻は驚きを持って受け止め、すぐに読んでしまったので、

読んでみなさいということで、私も早速読みました。 

 

 主人公の八色ヨハネという名前は、熱心なクリスチャンであった父親

が、バプテスマのヨハネから取って、息子に名付けたものです。八色ヨ

ハネを先生として慕う人物が、先生の死後 20 年を経てから、先生が語

ってくれた人生の事柄を思い出として記した物語です。 

 ヨハネ少年は軍国主義一色の小学校時代を過ごし、戦前、戦後で掌返

しになった教会や世間を冷ややかに見ました。彼は聖書の語る神話は迷

信であり、科学こそが真理に至る道であると信じ、大学で科学を学びた

いと願いましたが、両親が許した唯一の進路は同志社大学でキリスト教 

神学を学ぶ事でした。比較的リベラルな神学部で学ぶうちに、ザアカイに呼びかける主イエスの

声が、「お前のところに泊まりに行く」と自分にも呼びかけられている声として耳から離れなく

なりました。語学力に優れた先生は、留学試験にも受かり、ヘブライ語、ギリシャ語に派生する

聖書学を学び、帰国して同志社大学で教え始めます。勧められるままに結婚し、娘久美を授かり

ました。幸せで穏やかな日々が続きました。 

ここまでは順風満帆なようですが、突然、事件が起こり、妻子を失う悲劇に見舞われます。彼

にとって、死を信仰によって受け止めることはできませんでした。家族の死による喪失感から、

死の捉えきれない闇、死に至る肉体の残酷さなどの渦に巻き込まれて、病的な抑鬱状態になりま

す。答えの見つけられない心の苦しみ、体の痛み、空虚、孤独の大きな空間に落ち込んでいきま

した。自分の弱さに打ちのめされ、自らの凡庸さを思わずにはいられませんでした。その時、娘

久美と共に鉢植えにしたしたグレープフルーツの種が小さな芽を出しているのに気づきます。

娘久美に思いを寄せて水を遣りづづけます。そのあと、先生はどんな声を聞くのでしょうか。 

大学の礼拝で先生は話します。「善良で真面目に生きてきた人間が、なぜ不条理な苦難、不幸

に苦しめられるのか。運命なのか、因果応報なのか。神学では答えが見つからない」、「神は善人

にも悪人にも等しく太陽を昇らせ、正しい者にも正しくないものにも雨を降らせてくださる。そ

して、主イエスは最も苦しみ、不幸な人々の側に立ってくださり、罪人を招くために来たと言わ

れた」、「私たちは神の命の中に生かされていて、愛されていることを示された」と語りました。

先生は早期に大学を辞め、釜ヶ崎に住み、労働者を支援する事業に携わり、炊き出し、夜回り、

声掛けなどし、25 年間捧げ尽くしました。アパートで死んでいるのを発見されたといいます。

主イエスの声を聞こうとし続けた八色ヨハネ先生の生涯です。勿論フィクションとのことです。 


